
宇和島市立津島中学校学校通信  令和７年２月   

 

 

＜校  訓＞ 友愛・清廉・飛躍  文責：第 17 代校⻑ 近藤 浩一 

「津島中のあゆみ」も残すところ後２号となりました。今回は、部活動その５「運動部」の続きです。 

                

 

（平成 25 年～令和６年） 

平 25 
相撲 個人         ２位 

平 28 

柔道 男子個人 60kg 級    出場 

柔道 女子個人 52kg 級    出場 柔道 男子個人 73kg 級    出場 

平 26 

柔道 男子個人 81kg 級    出場 柔道 男子個人 81kg 級   １位 

柔道 女子個人 40kg 級    出場 水泳 女子 100ｍバタフライ １位 

水泳 女子 200ｍ個人メドレー出場 水泳 女子 200ｍバタフライ １位 

水泳 女子 100ｍバタフライ 出場 陸上 男子 800ｍ       出場 

平 27 

柔道 男子団体        出場 陸上 男子 1500ｍ       出場 

柔道  男子個人 81kg 級    出場 
平 29 

柔道 男子個人 66kg 級    出場 

柔道 男子個人 90kg 級    出場 柔道 男子個人 90kg 級    出場 

水泳 女子 100ｍバタフライ ２位 
平 30 

柔道 男子個人 66kg 級    出場 

水泳 女子 200ｍ個人メドレー４位 柔道 女子個人 63kg 級    出場 

平 28 柔道 男子団体        出場 令元 柔道 男子個人 66kg 級    出場 

   令６ 相撲 個人         出場 

 全国中学校大会の平成 25 年以降の成績をまとめました。平成６年以降、本校では毎年のように全国

中学校大会に出場者を出してきました。県内では有数の強豪である柔道部を中心に、個人で上位入賞

者を出すようになってきましたが、さすがに全国優勝には手が届きませんでした。 

ところが、平成 28 年にいきなり２名の全国チャンピオンが誕生しました。一人が柔道男子個人 81kg

級で優勝。そして、もう一人が水泳女子 100ｍバタフライと 200ｍバタフライの２種目で優勝という快

挙を成し遂げました。その年は、柔道男子が団体で全国大会出場、陸上競技も２種目で全国大会出場

を果たしており、下中央の写真のように旧校舎の普通教棟には、たくさんの懸垂幕が掲げられました。

平成 28 年は、本校の運動部の歴史上最もすばらしい成績を残した伝説の年となりました。 

 現在、教員の働き方改革、それに伴う部活動の地域移行が推進され、学校の部活動だけでは、「全国

大会出場」を目指すのは難しくなってきました。しかし、目標をもって部活動に取り組む価値は変わ

らないと思います。一人でも多くの生徒が感動を味わうことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

津島中のあゆみ 

号外 No.13 

全国中学校大会 



 

 

 

 

 津島町は、伝統的に長距離走に親しんでいる 

方が多く、今も続いている「津島町駅伝大会」 

だけではなく、「下灘駅伝」など駅伝大会がい 

くつもあり、クラブチームである「津島体協」 

も県内で強豪チームとして知られていました。 

 本校も陸上競技部を母体に他の部活動からも 

応援を得て、愛媛中学駅伝競走大会に出場して     【平成７年：女子、初優勝】 

いました。10 位以内に入賞するなど好成績を上 

げていましたが、優勝まではなかなか手が届き 

ませんでした。 

 しかし、平成６年に県内でも名指導者として 

知られる先生が赴任されたこともあり、男女と 

も急速に力をつけていきました。まず、女子が 

平成７年に初優勝、平成８年には、男子も初優 

勝し、男女アベック優勝を成し遂げました。平 

成９年には、２年連続のアベック優勝。一気に 

県内の強豪校になりました。平成６年から平成 

14 年までの９年間は、男女とも 10 位以内に入 

賞し、うち男子が４回、女子が５回の優勝を成し遂 【平成９年：２年連続のアベック優勝】 

げています。 

 その中で、私が忘れられないのが、平成８年 

の男子のゴールシーンです。当時の駅伝コース 

は、東温市付近の国道 11 号線上をスタートし、 

ニンジニアスタジアムをゴールとしており、私 

は途中で応援して、ゴールの瞬間を見届けよう 

とスタジアムに向かっていました。襷がアンカ 

ーに渡ったところでもトップを維持しており、 

勝利を信じてスタジアムの階段を駆け上がりま 

した。ところが、目にしたのは本校が２位のチ 

ームに追い上げられるシーンでした。なんと、 

本校の選手がコースを間違えてしまったのです。 

しかも、ゴール直前の直線で追いつかれ、並ば 

れてしまいました。そして、なんと相手選手は 

本校の選手のユニフォームをつかんできました。 

私たちは、スタンドで激怒していましたが、当 

の選手は冷静に相手の手を振り払い、ゴールテ 

ープを切ることができました。男子 

初優勝、男女アベック優勝の感動の 

瞬間でした。                   【平成６年～14 年の県中学駅伝の成績】 

 男子 女子 

平成６年 ５位 ５位 

平成７年 ４位 優勝 

平成８年 優勝 優勝 

平成９年 優勝 優勝 

平成 10 年 優勝 準優勝 

平成 11 年 ３位 優勝 

平成 12 年 ８位 準優勝 

平成 13 年 準優勝 ４位 

平成 14 年 優勝 優勝 

駅伝競走大会 


